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まえがき 

 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本情報経済社会推進協会

（JIPDEC）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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変倍ベクタグラフィックス（SVG）Tiny 1.2 仕様 
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この勧告に関する正誤票には規定の訂正を含む可能性があるので参照することが望ましい。こ

の勧告には，単一ページ版，HTML ZIP アーカイブ版（外部依存なし），PDF 版（W3C で公開し

ている。）の参考様式も用意されている。翻訳版を参照。 

なお，この勧告の（W3C としての）正規の版は英語版とする。 

著作権 © 2008 W3C®（MIT, ERCIM 及び慶応義塾）が，全ての権利を保有する。免責，商標，

及び文書の使用許諾に関する W3C の規則を適用する。 

要約 

この規格は，ラスタ図形及びマルチメディアと組み合わせることができる，XML による 2 次

元ベクタ図形を記述するための言語である拡大縮小可能な変倍ベクタグラフィックス［Scalable 

Vector Graphics（以下，SVG）］Tiny バージョン 1.2 の機能及び構文を定義する。その目的は，静

止画像，アニメーション又は対話的なウェブアプリケーションのようなあらゆる種類の図形内容

を作成できるようにすることである。SVG Tiny 1.2 は SVG のプロファイルであり，携帯電話，

PDA，ラップトップ，デスクトップコンピュータのような様々な機器への実装が意図されている。

したがって，SVG 1.1 Full の機能の部分集合で構成され，加えて SVG の能力を拡張する新しい機

能を含んでいる。SVG Tiny 1.2 に適合したモジュールの形式によるさらなる拡張が予定されてお

り，それらをこの仕様と合わせれば，SVG 1.1 Full の機能と同等又はそれ以上の機能が提供され

るだろう。 

この文書の状態 

X 4197：2012



 

X 4197：2012 目次 

（10） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

この箇条では，発行時におけるこの文書の位置付けについて記載している。他の文書がこの文

書よりも優先される可能性もある。現在の W3C による刊行物の一覧，及びこの技術報告書の最

新版については，http://www.w3.org/TR/における W3C 技術報告書索引を参照。 

この文書は SVG Tiny 1.2 勧告（2008 年 12 月 22 日発行）である。 

この文書は，W3C のメンバー，ソフトウェア開発者，その他の W3C グループ及び利害関係者

によって審査され，ディレクターによって W3C 勧告として承認されている。この文書は安定し

た文書であり，参考資料として利用してもよいし，他の文書から引用してもよい。W3C の役割

は，この勧告の作成によってその仕様への注目を集め，その広範囲の利用を促進することにある。

これによって，ウェブの機能性及び相互運用性が高められる。 

SVG ワーキンググループは，開発者のコミュニティと連携して作業を進め，実装報告書を作成

してこの仕様の実装可能性を証明した。この仕様の草稿には数多くのコメントが寄せられ，それ

らは SVG ワーキンググループによって処理された。コメントへの対応（Disposition of Comments）

については W3C の SVG サイトにおいて閲覧できる。 

要約にも示したように，この仕様はモジュール拡張の集合に対するコアとなるものであるが，

これまでの経緯における理由によって，モバイル機器のためのプロファイルとして SVG Tiny と

名付けられた。この仕様の将来版では，技術の継続的な流れに沿って，この言語の旧版に対する

後方互換性が保たれるが，この関係を示すために“SVG コア”と呼ばれるだろう。 

SVG Tiny 1.2 仕様書に関する質問及びコメントは，SVG に関する問題の公開メーリングリスト

である www-svg@w3.org に送付する。このメーリングリストはアーカイブされている。最初の投

稿時にアーカイブ方針への承諾が自動的に要求される。このメーリングリストに参加するには，

件名を“subscribe”として www-svg-request@w3.org にメールを送信する。 

この文書は，W3C プロセスにおける手続を経て，W3C Graphics Activity の一環として SVG ワ

ーキンググループによって製作された。 

この文書は 2004 年 2 月 5 日付けの W3C 特許方針（W3C Patent Policy）に適合して活動してい

る団体によって作成された。W3C は，そのグループの成果物に関して実施された全ての特許情

報開示についての公開リストを保持している。そのページには，特許情報の開示に対する指示も

示されている。Essential Claim を含んでいると考えられる特許について知っている個人は，W3C

特許方針第 6 節にのっと（則）りその情報を開示しなければならない。 
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変倍ベクタグラフィックス 
SVG Tiny 1.2 

 
序文 

この規格は，2008 年 12 月に World Wide Web Consortium（W3C）から公表された勧告 Scalable Vector 

Graphics (SVG) Tiny 1.2 Specification を基に，技術的内容を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，原勧告にはない事項である。 

 

0A 適用範囲 

この規格は，変倍ベクタグラフィックス（SVG）の機能及び構文を定義し，XML によって 2 次元図形を

記述する言語 SVG を規定する。混在するベクタ図形，マルチメディア（ラスタ画像，動画，音声など）及

びテキストを記述する言語を規定する。 

 

1 導入 

1.1 SVG について 

SVG は，XML[XML10 及び XML11]によって 2 次元図形を記述するための言語である。SVG では，三つ

の型の図形オブジェクトが認められている。ベクタ図形（例 直線及びカーブから構成されるパス），マル

チメディア（ラスタ画像，動画，音声など）及びテキストである。図形オブジェクトはグループ化し，ス

タイル付けし，変換し，過去に描画したオブジェクトに合成させることができる。 

SVG 文書は，対話的で，動的な文書にすることができる。アニメーションは，宣言（すなわち，SVG

アニメーション要素を SVG 内容に埋め込む。），又はスクリプト記述によって定義し，起動することができ

る。 

全ての要素，属性及びプロパティへの完全なアクセスを提供する SVG Micro Document Object Model

（uDOM）にアクセスする補足的なスクリプト言語を使用することによって，SVG の高度な応用が可能に

なる。どのような SVG の図形オブジェクトにも，高機能集合のイベントハンドラを割り当てることができ

る。スクリプトのような機能は，他のウェブ標準とも互換性があるので，XHTML 要素及び SVG 要素に対

して同一のウェブページで同時に実行することもできる。 

SVG は豊かな図形内容のための言語である。アクセシビリティを高めるために，もし高レベルな構造及

び意味を含んでいる原資料文書があれば，その高レベルの情報を利用できるようにするのがよい。このこ

とは，その原資料文書を公開するか，その高レベルの情報を伝える形式による別のバージョンを公開する

か，又は SVG の機能を利用して SVG 内容にその高レベルの情報が含まれるようにして行うのがよい。ア

クセシビリティを高めるための技術の提案については，附属書 F を参照。 

この規格は，Architecture of the World Wide Web（AWWW）に示されているウェブアーキテクチャ原則に

適合している。 


